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広がる水田｡加瀬山から鹿島巴方面を望む=大正時代

(『わがまちさいわい物語』から)

ロ南武線の車窓に飛び込んできた黄

金する稲穂の光景｡ ｢親の代から受け

継いできた田んぼを守っていきたい(

息子にも継がせたい｣と､刈り取り

作業に余念のない芹揮幸蔵さんは語

ってくれた｡

□例年一番苦労するのは水の確保だ

という｡用水は､ニケ領本線からの

分水堀､五ケ村堀からくるが､途中

の民家で､庭木や道路-の散水に使

うので､流れが少なくなるからだ｡

猛暑が響き､今年は不作とのこと｡

穂が短く､それだけもみ粒が少ない

という｡もはや高津区以南の市域か

らは､水田は姿を消した｡

口上河原堰と宿河原堰(右下写真)

の両堰で取水したニケ観問水は､か

って広がる水田(左下写真)を潤し､

稲毛米の穀倉地帯を産み出した｡そ

の稲毛米は､鮪米とし珍重され､新

嘗祭初穂の献穀田にも選ばれた｡

旧宿河原堰-竹寵に河原石を詰めた蛇寵を積み重ねて堰にした｡

(『稲毛川崎ニケ領用水事績』から)  〔写真と文･長島　保〕


